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　地球という限りある空間の中で、産業革命以来人類の活動により地球環境は大きく劣化

しています。資源も環境も無限ではない事を確認した今、持続可能な経済活動を行うために

環境に負荷を与えない循環型社会に急速に変わらなければなりません。

　私たちは自動車整備という環境に大きく影響を与える自動車産業の一端に携わる者として

自らの事業活動において出来限り環境負荷の少ない経営を行うとともに、地域社会において

広く環境に対する啓蒙を行って行かなければなりません。

　環境経営理念の実現のため、当社では下記指針により、環境への負荷をできる限り軽減

する事業活動を行います。

（１）二酸化炭素排出量削減のため使用エネルギーを削減します。

（２）廃棄物排出量の削減と分別による廃棄物の削減を推進します。

（３）リサイクル部品や環境配慮商品による省資源化を推進します。 

（４）節水および水使用量の削減に努めます。

（５）化学物質使用量を管理し、削減に努めます。 

（６）地域社会において地球環境に対する啓発活動を推進します。

（７）環境関連法規制等を遵守します。

　「継続は力です」　環境経営は一時的な対応では実現しません。

私たちは出来る事から始めて、経済・社会の変化を踏まえ柔軟に改善しながら持続可能な

環境経営を継続します。

環境方針は全従業員に周知し、環境保全活動に取り組みます。

Ⅰ. 環境経営方針

改定：2021年11月1日　　

篠田実業株式会社　　　　　

代表取締役　篠田憲一　　

環境経営理念

環境行動指針



（１）事業所及び代表者

　   　篠田実業株式会社
   　　代表取締役　篠田憲一

（２）対象範囲及び所在地

　　   本社及び本社工場
　   　〒662-0934兵庫県西宮市西宮浜２丁目７番地３

（３）環境管理責任者及び連絡先

   　　環境管理責任者 篠田憲一
   　　ＥＡ２１環境推進事務局 寺田正樹・吉本一枝
   　　連絡先 0798-33-0131

shinoda-k@shinoda-j.co.jp

（４）事業内容

　   　○自動車分解整備業
　   　○自家用自動車有償貸渡業
　   　○損害保険代理店業
　   　○古物商
   　　○不動産管理業

（５）事業規模（2019年10月～2020年9月までの実績値）

（６）事業年度：10月～9月

（１）対象組織

　　   本社及び本社工場

（2）対象活動

　   　自動車分解整備業、損害保険代理店業、中古車の販売、不動産管理業

1. 組織概要

2. 承認・登録の活動組織・対象

Ⅱ. 事業概要

設立 昭和17年7月4日
資本金 30,000千円
売上高 382,000千円
従業員 16名
年間入庫台数 7,525台
年間車検台数 1,094台
本社及び本社工場面積 2,780㎡



Ⅲ. 実施体制

1. 実施体制図

２. 役割分担

担当者 役割・責任・権限

代表者 全体評価と見直しを行い、環境管理責任者・事務局担当者を選任する。

環境経営システムの構築、運用を行い、状況を代表者へ報告する。

環境経営レポートの作成・取りまとめ。

環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局担当。

各種文章及び記録書類の作成。

工場長及び店長 環境経営目標及び環境経営計画の策定と実施推進。

グループ長 上記におけるグループ内の取りまとめ。

全従業員 環境経営方針の理解、目標および計画への積極的な参加。

環境管理事務局

環境管理責任者

検査員・経理担当

代表者

代表取締役

環境管理責任者

代表取締役

EA21事務局

グループ長グループ長

本社工場

工場長・フロント係

整備部門 鈑金部門



年度例：2020年度　2020.10～2021.9

　＊評価　達成率　　〇：100％以上　△：90％以上　×：90％未満

  ＊2020年度から環境経営目標を「95.0％」とし、以降毎年1％削減に変更した。

　　（2019年度は2018年度比4％削減の96％であった。）

  ＊二酸化炭素排出係数は0.418kg-CO2/kwhの値を使用。
　　(関西電力　2017年調整後排出係数)

  ＊産業廃棄物にはエンジンオイル等再生可能な廃棄物も含まれます。

  ＊一般廃棄物には段ボールなど再生可能な廃棄物も含まれます。

化学物質使用量　エチルベンゼン：5.0kg　　トルエン：14.8kg　キシレン：16.3kg　

　2020年度から使用量を把握した。環境経営目標については、数年管理後に設定する。

Ⅳ. 環境経営目標

1. 環境経営目標及び実績

基準年

2018年
9月期

2019年
9月期実績

2020年
9月期目標

2020年
9月期実績

達成率
評価

2021年
9月期目標

2022年
9月期目標

2023年
9月期目標

基準年対比 - 90.3% 95.0% 86.5% 94.0% 93.0% 92.0%

kwh 69,955 63,199 66,457 60,500 110% 65,758 65,058 64,359

kg-CO2 29,241 26,417 27,779 25,289 〇 27,487 27,194 26,902

基準年対比 - 99.5% 95.0% 101.8% 94.0% 93.0% 92.0%

消費量（ℓ） 6,688 6,652 6,354 6,810 93% 6,287 6,220 6,153

kg-CO2 15,516 15,433 14,740 15,799 △ 14,585 14,430 14,275

基準年対比 - 97.7% 95.0% 95.4% 〇 94.0% 93.0% 92.0%

排出量（ｔ） 10.0 9.7 9.5 9.5 100% 9.4 9.3 9.2

基準年対比 - 105.0% 95.0% 102.6% △ 94.0% 93.0% 92.0%

排出量（ｔ） 52.1 54.7 49.5 53.4 93% 48.9 48.4 47.9

基準年対比 - 115.5% 95.0% 124.2% × 94.0% 93.0% 92.0%

使用量（㎥） 699.0 807.0 664.1 868.0 77% 657.1 650.1 643.1

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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＊評価基準：○できた　△あまりできなかった　×できなかった

Ⅴ. 環境経営計画及び取組み結果・次年度の取組み内容

電力による二酸化炭素削減

取り組み計画 達成状況 取り組み結果と評価・次年度の取組み内容

空調温度設定の徹底

（冷房２５℃、暖房２０℃）

不要照明の消灯 〇

夜間、休日の主電源OFF 〇

間引き照明の実施 〇

区間毎の空調管理 〇

取り組み計画 達成状況 取り組み結果と評価・次年度の取組み内容

アイドリングストップ 〇

急発進、急停車防止 △

高年式車両への入替促進 ×

定期的メンテナンスの実施 ○

私用での代車使用禁止 ○

徒歩や自転車の活用 ○

取り組み計画 達成状況 取り組み結果と評価・次年度の取組み内容

分別の徹底 〇

コピーミス防止 〇

封筒、梱包材再利用 〇

裏紙使用 〇

取り組み計画 達成状況 取り組み結果と評価・次年度の取組み内容

分別の徹底 〇

脱着部品の再利用 〇

作業ミスによる廃棄量削減 〇

ゴミを裁断して廃棄 〇

梱包や包装の見直し △

取り組み計画 達成状況 取り組み結果と評価・次年度の取組み内容

節水 ○

5月に通常の4倍近い使用量（水栓の閉め忘れ等
もなく業者調査も原因不明）があり、目標未達成
となりました。節水の励行や車検時の水道使用量
減少党は実行できました。次年度以降も引き続き
節水に努めます。

取り組み計画 達成状況 取り組み結果と評価・次年度の取組み内容

エコパーツの使用推進 ○
積極的にエコパーツを使用しました。次年度以降
も現行の取組みを引き続き行います。

取り組み計画 達成状況 取り組み結果と評価・次年度の取組み内容

化学物質使用量の管理
2021年度から使用量の管理を行いました。
数年使用量を管理し、削減目標を設定します。

目標はほとんど達成しました。次年度以降も引き
続き分別や資源再利用によってゴミの量を減らし
ていきます。

〇 コロナ対策で換気と空調温度の管理を同時に行わ
なければなりませんでしたが、不要照明消灯の徹
底やコンセントを抜く等の細やかな対応により削
減量は目標達成となりました。次年度以降も現行
の取組みを引き続き行い、節電に取り組みます。

自動車燃料による二酸化炭素削減

コロナ禍の落ち着きもあり、代車使用頻度が増え
たため目標は未達成でした。徒歩や自転車の活
用、私用の代車使用禁止、エコドライブ実施等は
実行できました。高年式車両への入替促進はでき
ませんでした。次年度以降も現行の取組みを引き
続き行い、二酸化炭素排出量の削減に取り組みま
す。

一般廃棄物の分別と削減

化学物質使用量の削減（2021年度）

産業廃棄物の分別と削減

産業廃棄物は削減目標未達成となりました。仕事
内容による、廃油が増えたためです。次年度以降
も引き、続き産業廃棄物の発生抑制を重点的に継
続して削減に取り組みます。

水道水の削減

環境配慮製品の開発



環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制などは遵守されていました。

なお関係当局よりの違反等の指摘はありませんでした。

環境経営方針：変更なし

環境経営目標：変更なし

環境経営計画：変更なし

実施体制　　：変更なし

Ⅵ．環境関連法規への違反・訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

Ⅶ．代表者による全体の評価及び見直し

エコアクション２１に取り組み始めて2年が経過し、従業員の環境意識が徐々に高まってき
たと感じている。本年はコロナ禍に見舞われ、感染予防との両立が難しい面もありました
が、実績面では電力が削減できたこと、新たに化学物質管理を導入したことが評価できま
す。ガソリン使用量の削減、水使用量を達成出来なかった点は今後の課題と考えていま
す。
代表取締役と環境管理責任者を兼任するが、EA21への取組みも３期目に入り、環境課題
を意識して引き続き従業員全員が一丸となって環境活動に取り組んでください。

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物 遵守

騒音・振動規制法 空圧機、送風機 遵守

資源有効利用促進法 パソコン 遵守

自動車リサイクル法 引き取り業、フロン回収業者登録済 遵守

フロン排出抑制法 業務用空調機目視点検済 遵守

消防法 危険物の保管、消火器の点検 遵守

道路運送車両法 法令遵守 遵守

PRTR法 エチルベンゼン・トルエン・キシレン使用量 遵守


